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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第42期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 6,668,673 27,851,948

経常利益（千円） 422,770 1,577,954

四半期（当期）純利益（千円） 204,461 1,085,545

純資産額（千円） 13,263,266 13,816,447

総資産額（千円） 25,294,577 26,661,513

１株当たり純資産額（円） 864.93 900.98

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
13.33 70.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 52.4 51.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
224,184 3,047,233

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△313,497 △1,897,156

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△299,064 △1,119,190

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,243,644 1,722,738

従業員数（人） 1,361 1,335

　（注）１．売上高は、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており　　　　

　　ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 1,361 (377)

　（注）　　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員を含む。）は、

　　　　　　当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　　）外数で記載しております。

 　　　 

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 593 (147)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社　　　

からの派遣社員を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を、製品ごとに示すと次のとおりであります。

製品の名称 生産高（千円）

ＩＣ・トランジスタ用リードフレーム 1,988,493

オプト用リードフレーム 1,830,758

コネクタ用部品 2,226,900

その他 609,610

合計 6,655,763

（注）１．金額は販売価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を、製品ごとに示すと次のとおりであります。

製品の名称
受注高 受注残高

金額（千円） 金額（千円）

ＩＣ・トランジスタ用リードフレーム 1,943,270 672,060

オプト用リードフレーム 2,039,785 933,560

コネクタ用部品 2,209,673 831,192

その他 522,606 150,417

合計 6,715,334 2,587,229

（注）１．金額は販売価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を、製品ごとに示すと次のとおりであります。

製品の名称 販売高（千円）

ＩＣ・トランジスタ用リードフレーム 2,053,553

オプト用リードフレーム 1,787,031

コネクタ用部品 2,226,841

その他 601,246

合計 6,668,673

（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融システム不安の拡大により、これまで好調を維

持してきた企業の設備投資や雇用情勢が鈍化してきた事に加え、エネルギーや非鉄金属等の原材料価格の上昇に

歯止めがかからず、米国に次いで欧州においても景気減速懸念が高まって参りました。

　 当社グループの属する電子部品業界におきましては、前期に引き続き世界的にＩＴ、デジタル分野における需要

が堅調に推移している事に加え、カーエレクトロニクス化の進展による車載用デバイス市場の伸長により比較的

堅調に推移いたしました。また、地球温暖化問題により環境への配慮という観点から、省電力・長寿命という利点

をもつ発光ダイオード（ＬＥＤ）が市場において関心が高まっております。

 　しかしながら、欧米諸国を中心とする景気の減速懸念の広まりや、市場競争の激化による製品価格の下落、非鉄金

属価格の高止まり等により、当社を取り巻く経営環境は次第に厳しくなっております。

　　このような経済状況のもと、当社グループは今期の経営重点項目として「高付加価値製品の拡販」と「顧客満足

度の向上」を掲げ全社的な取り組みを推進しております。具体的には、電球に置き換わる省エネルギー照明器具と

しても期待が高まっているＬＥＤ用リードフレーム、並びにユビキタス時代の主役である携帯電話・ＰＤＡ・ス

マートフォン等に使用されているマイクロピッチコネクタ用部品の拡販に努めております。また、今期は顧客満足

度向上の一環として、更なる高品質化及び低コスト化を目指して、全従業員が一丸となって改善活動に取り組んで

おります。

　その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は66億６千８百万円、営業利益４億１千１百万円、経常利益４億２

千２百万円、四半期純利益２億４百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

① ＩＣ・トランジスタ用リードフレーム

　当製品群は、車載向け、民生用機器向けが主なものであります。需要は前期に続き新興国向けを中心に比較的堅調

に推移しておりますが、景気減速の影響により一部顧客より生産調整の動きが出始めております。当製品群の売上

高は20億５千３百万円となりました。

② オプト用リードフレーム

当製品群は、ＬＥＤ用部品及びレーザー用部品が主なものであります。車載向け及び携帯電話向けの表面実装

（ＳＭＤ）タイプを中心に受注が堅調に推移しました。当製品群の売上高は17億８千７百万円となりました。

③ コネクタ用部品

当製品群は、携帯電話向け、デジタル家電向けが主なものであります。新興国を中心にローエンドの携帯電話端

末の需要は拡大を続けておりますが、欧米を中心に多機能タイプの携帯電話の販売が低迷を続け、その影響を受け

マイクロピッチコネクタ用部品の受注は伸び悩んでおります。当製品群の売上高は22億２千６百万円となりまし

た。

④ その他

その他の製品群としては、リレー用部品が主なものであります。当製品群の売上高は６億１百万円となりまし

た。

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

　　　　 日本国内におきましては、国内外の景気減速懸念を反映して、主に高付加価値品であるマイクロピッチコネクタ用部

品が低水準で推移いたしましたが、環境意識の高まり及び原油価格の高騰などにより、省エネルギーデバイスとし

て需要が高まっているＬＥＤ用部品が表面実装タイプを中心に伸長いたしました。

　その結果、売上高は42億３百万円、営業利益は３億１百万円となりました。
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② アジア

アジア地域におきましては、前期に続き中国・アジア地域の経済成長の基調に大きな変化はありませんが、一部

製品において欧米諸国の景気減速懸念の影響が出始めており、特に当社の注力するマイクロピッチコネクタはハ

イエンドモデルの需要低迷から、生産調整局面となり不安定な受注状況が続きました。また、世界的な原油価格の

高騰及び非鉄金属価格が高止まる中、顧客への価格転嫁が計画通りに進まずに収益を圧迫してしまいました。

　その結果、売上高は24億６千４百万円、営業利益は１億９百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ４億７千９百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には12億４千３百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は２億２千４百万円となりました。これは税金等調整前四半期純利益３億１千７百

万円及び減価償却費４億２百万円等による資金の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は３億１千３百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得３億７百万円に

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は２億９千９百万円となりました。これは主に長期借入金の純減少額２億２千７百

万円及び配当金の支払１億３千８百万円によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、89,684千円であります。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境は、半導体及び電子部品の需給状態に大きく影響を受けます。特にコネクタ事業

においては、最終製品であるコネクタのライフサイクルが短期間である事に加え、顧客毎の受注量の増減が大きく、

安定受注を前提とした事業計画が立て難い状況にあります。

　当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、特にコネクタ事業におきまして、受注アイテム毎に付

加価値を高める為の施策を推進して参ります。また、コネクタ以外のアイテムの受注比率を高める事で、製造数量の

平準化を図ります。

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

 　　　キャッシュ・フローの分析については、「（2）キャッシュ・フロー」のとおりであります。　

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループの経営陣は、今後益々グローバル化が進展し不確実性が増していく経営環境下において、経営の健全

性維持と安定的な収益性、成長性の確保を図るため、当年度より、新たな中期経営方針を策定いたしました。『経営

品質の向上と新たな価値の創造』をビジョンとして掲げ、経営機能の強化を始めとする経営の高度化・深化を追求

すると同時に、技術で生きる企業として、イノベーションを通じて新しい価値を創造し、次の時代を担う事業基盤の

構築を実施して参ります。経営品質の向上につきましては、従業員教育を強化し、個々の能力のレベルアップを図り

ながら、リスク管理体制の確立およびCSR経営を体系化し、社会から信頼される企業目指します。

新たな価値の創造につきましては、『技術とは何か』という原点に立ち還り、既存の固定観念に縛られない視点に

おいて、次世代を担う商品の開発に努めるとともに、顧客満足度という視点に立って、価値を付加できる商品の提供

に努めてまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,600,000

計 37,600,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年8月8日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,348,407 同左　 ジャスダック証券取引所

完全議決権株

式であり権利

内容に何ら限

定のない当社

における標準

となる株式

計 15,348,407 同左　 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成20年4月1日～

　平成20年6月30日
－ 15,348,407 －　 4,149,472 －　 4,459,862

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記　　　載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

　 平成20年3月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　  13,000 －
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　 15,277,000 15,277 同上

単元未満株式 普通株式　　   58,407 － 同上

発行済株式総数 15,348,407 － －

総株主の議決権 － 15,277 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

 また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年3月31日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社エノモト
山梨県上野原市上野

原8154番地19
13,000 － 13,000 0.08

計 － 13,000 － 13,000 0.08

　

　

　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 449 538 589

最低（円） 420 440 488

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本有限責任監査法人になり

ました。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,243,644 1,722,738

受取手形及び売掛金 5,633,500 5,812,972

製品 675,629 708,316

原材料 928,825 967,513

仕掛品 1,011,185 990,311

繰延税金資産 283,905 324,705

未収入金 144,264 162,201

その他 310,438 309,961

貸倒引当金 △3,814 △4,400

流動資産合計 10,227,578 10,994,320

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,477,840 9,646,610

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,361,387 △5,325,807

建物及び構築物（純額） 4,116,452 4,320,802

機械装置及び運搬具 13,418,257 13,975,593

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,183,345 △8,343,146

機械装置及び運搬具（純額） 5,234,912 5,632,447

工具、器具及び備品 4,685,959 4,753,443

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,186,098 △4,198,533

工具、器具及び備品（純額） 499,860 554,909

土地 3,681,977 3,648,835

建設仮勘定 53,433 45,549

有形固定資産合計 13,586,636 14,202,545

無形固定資産 240,941 247,666

投資その他の資産

投資有価証券 644,470 643,041

前払年金費用 134,574 112,902

その他 551,455 562,378

貸倒引当金 △91,080 △101,341

投資その他の資産合計 1,239,420 1,216,980

固定資産合計 15,066,998 15,667,192

資産合計 25,294,577 26,661,513
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,709,232 7,121,193

短期借入金 1,398,157 1,458,132

未払法人税等 50,047 49,557

未払消費税等 25,134 38,168

賞与引当金 210,694 410,000

繰延税金負債 2,675 2,905

その他 1,139,789 1,115,485

流動負債合計 9,535,730 10,195,442

固定負債

長期借入金 1,027,256 1,175,231

繰延税金負債 85,394 70,554

退職給付引当金 38,122 38,964

役員退職慰労引当金 618,574 612,300

リース債務 110,883 137,224

再評価に係る繰延税金負債 615,348 615,348

固定負債合計 2,495,580 2,649,623

負債合計 12,031,311 12,845,066

純資産の部

株主資本

資本金 4,149,472 4,149,472

資本剰余金 4,459,862 4,459,862

利益剰余金 5,146,207 5,079,759

自己株式 △6,908 △6,622

株主資本合計 13,748,633 13,682,471

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 110,772 110,317

土地再評価差額金 △252,322 △252,322

為替換算調整勘定 △343,817 275,980

評価・換算差額等合計 △485,367 133,975

純資産合計 13,263,266 13,816,447

負債純資産合計 25,294,577 26,661,513
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 6,668,673

売上原価 5,681,939

売上総利益 986,734

販売費及び一般管理費 ※
 575,183

営業利益 411,551

営業外収益

受取利息 2,302

受取配当金 1,968

受取賃貸料 13,774

為替差益 18,916

その他 8,290

営業外収益合計 45,251

営業外費用

支払利息 19,634

債権売却損 8,700

その他 5,698

営業外費用合計 34,032

経常利益 422,770

特別利益

固定資産売却益 1,456

貸倒引当金戻入額 10,696

特別利益合計 12,153

特別損失

固定資産売却損 4,548

固定資産除却損 10,918

たな卸資産評価損 102,150

特別損失合計 117,617

税金等調整前四半期純利益 317,305

法人税、住民税及び事業税 53,208

法人税等調整額 59,635

法人税等合計 112,844

四半期純利益 204,461
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 317,305

減価償却費 402,407

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,023

前払年金費用の増減額（△は増加） △21,672

受取利息及び受取配当金 △4,271

支払利息 19,634

有形固定資産除却損 10,918

売上債権の増減額（△は増加） △110,897

たな卸資産の増減額（△は増加） △49,957

仕入債務の増減額（△は減少） △164,255

その他 △118,991

小計 284,243

利息及び配当金の受取額 4,399

利息の支払額 △23,088

法人税等の支払額 △41,370

営業活動によるキャッシュ・フロー 224,184

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △307,376

有形固定資産の売却による収入 6,806

無形固定資産の取得による支出 △1,940

投資有価証券の取得による支出 △2,451

投資その他の資産の増減額（△は増加） △8,354

その他 △180

投資活動によるキャッシュ・フロー △313,497

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 84,765

長期借入金の返済による支出 △227,607

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △17,922

自己株式の取得による支出 △286

配当金の支払額 △138,014

財務活動によるキャッシュ・フロー △299,064

現金及び現金同等物に係る換算差額 △90,716

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △479,093

現金及び現金同等物の期首残高 1,722,738

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,243,644
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主に移動平均法によ

る原価法によっておりましたが、当第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計

基準第９号　平成18年７月５日）が適

用されたことに伴い、主に移動平均法

による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　これにより、営業利益及び経常利益が

7,322千円増加し、税金等調整前四半期

純利益は、94,828千円減少しておりま

す。

　なお、セグメント情報に与える影響

は、従来の方法によった場合に比べ、所

在地別セグメント情報の「日本」の営

業利益が7,322千円増加しております。

　 （2）「連結財務諸表作成における在外子

会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「連

結財務諸表作成における在外子会社の

会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第18号　平成18年５月17

日）を適用しております

　これによる損益に与える影響はありま

せん。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出に関しては、実地棚卸を省略して前連

結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合

理的な方法により算定する方法によってお

ります。

２．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化

がないと認められるので、前連結会計年度

末において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっ

ております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

　１　受取手形割引高は、74,094千円であります。 　１　受取手形割引高は、447,838千円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 159,623千円

賞与引当金繰入額 25,692 

退職給付費用 8,939 

役員退職慰労引当金繰入額 6,274 

　 　 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定  1,243,644

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物  1,243,644
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 15,348千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  14千株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 138,014 9.0  平成20年３月31日  平成20年６月30日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間において、当連結グループはプレス加工品関連事業を主に営んでおり、事業区分が単

一セグメントのため、記載を省略しております。　

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業利益      

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 4,203,833 2,464,839 6,668,673 － 6,668,673

(2）セグメント間の内部売上高 206,311 22,175 228,486 (228,486) －

計 4,410,144 2,487,015 6,897,159 (228,486) 6,668,673

営業利益 301,609 109,909 411,518 32 411,551

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア……シンガポール・フィリピン・中国

【海外売上高】

  アジア 中南米 北米 計

当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

Ⅰ　海外売上高

（千円）
3,067,078 30,078 492 3,097,649

Ⅱ　連結売上高

（千円）
－ － － 6,668,673

Ⅲ　海外売上高の連結

売上高に占める

割合（％）

45.9 0.4 0.0 46.4

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）アジア……台湾・韓国・タイ・シンガポール・フィリピン・マレーシア・中国

(2）中南米……メキシコ

(3）北　米……アメリカ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 864.93円 １株当たり純資産額 900.98円

 

 ２．１株当たり四半期純利益金額

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13.33円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 204,461

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 204,461

期中平均株式数（株） 15,334,728

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

株式会社エノモト

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 樋口　節夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内山　敏彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 月本　洋一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エノモトの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エノモト及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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